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　平成20年は外来の三箇所で増改築があり大き

く変化しました．

1）救急外来

①診察時のプライバシーの確保

②待ち時間の短縮

③待合スペースをとらなければ患者搬送ができな

い

④点滴治療を受ける場所の確保等課題がありまし

た．これ等を解決する為に診察室・初療室・点滴

室が増築され，救急搬送入り口が区別され搬送通

路も変更されました．救急外来の移動時には救急

搬送と重なるのではないかと不安でしたが，無事

に移動できご協力いただいた各部署の方に改めて

御礼を申し上げます．移動後は，場所に慣れない

為戸惑う事も多くありましたが，今後も業務につ

いて検討し安全・安楽な救急外来を目指したいと

思います．

2）中央採血室の移設

　消化器内科と循環器内科の間にあった中央採血

室が，薬局近くへ移設しました．外来から離れた

ので一部の患者さんには負担をお掛けしています

が，離れた事により，静かになった・明るいと患

者さんからご意見を頂いています．採i皇室スタッ

フも増員され安全・迅速に採血を進めるように努

力しています．

2）事例検討を行い評価する

　全員が症例発表を行い，看護の振り返りとしま

した．外来では日々の看護を文章化したりまとめ

たりする機会が少ない為症例発表をまとめる時に

は係長が協力しました．

〈固定チームナーシング〉

　固定チームナーシン開始時から特殊検査室以外

のチームを4チームとしていましたが3チームへ

変更しました．各チーム協力体制を強化するため

隣接する外来をチームとしてまとめました．科別

の編成が変わり，新しい外来の研修もしながら各

外来の助勤体制をとりました．

〈外来診療について〉

　外来の診療は呼吸内科月1回，脳神経外科午後

診療開始となりました．循環器内科・小児科・皮

膚科は受診数の増加が見られました．特に皮膚科

は他院の診療体制の変化により患者数が著しく増

加し，待ち時間の短縮のために一部3診をしてい

ますがプライバシーを確保するために，場所の確

保が課題となっています．

〈次年度の課題について〉

3）循環器・消化器内科の改築

　中央採血室の移設に伴い循環器内科の診察室が

増え，消化器内科の診察室が移動処置室ができま

した．中待合を中止して診察時のプライバシーが

保てるようになりました．

〈外来年問目標〉

1）クリニカルパスを推進する

　各チームクリニカルパスを作成し，評価できま

した．今後もDPCの導入により外来での検査の増

加が考えられ，パスを活用することが必要と思い

ます．

①外来化学療法について各部署と検討し，安全で

安楽に提供できる環境を整備する．

②DPCの導入・病院機能評価についての準備・業

務改善をする．

　平成20年は退職・移動などにより厳しい勤務状

況の中4月からは臨時職員が救急外来業務に参加，

教育委員では救急看護について研修を実施，看護

研究1チーム・TQM2チームの発表をしました．

平成21年も「外来は病院の窓口」「安全・安楽」

を念頭に「またこの病院に」と思っていただける

ようにスタッフー同努力したいと思います．
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